
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４４１６

基盤研究(B)

2014～2012

子どもを中心とした地域創造のための協働学習活動―活動理論にもとづく研究開発―

Child-driven collaborative learning activity that promotes community and social 
development: Activity-theoretical research and development

５０２４３２８３研究者番号：

山住　勝広（Yamazumi, Katsuhiro）

関西大学・文学部・教授

研究期間：

２４３３０２２８

平成 年 月 日現在２７   ５ ３０

円    10,700,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、第1に、人々の社会的実践を協働の「活動システム」ととらえる「活動理論」
の枠組みを応用しながら、子どもたちと学校内外のパートナーが協働・交流して新たな地域文化の創造へ参加し、地域
社会をよりよい方向に変えていくような学習活動を理論的に概念化することを試みた。第2に、大阪府吹田市と京都府
八幡市の2地域における学校での総合的な学習の時間、放課後教育活動やコミュニティ学習を対象にした実践開発に取
り組み、国内外における同等の活動との比較研究を進めた。以上の理論的側面と経験的側面を総合し、成果として、「
子どもを中心とした地域創造のための協働学習活動」の具体的な実践モデルの構築と提起を行った。

研究成果の概要（英文）：This research primarily draws on cultural-historical activity theory, in order to 
conceptualize child-driven collaborative learning activities in which children and various in- and 
out-of-school partners collaboratively promote development of a new culture of communities, and improve 
their society. Additionally, this research extends to include the development of practices for a school 
curriculum unit in the Period for Integrated Study, an after-school educational activity in the city of 
Suita in Osaka Prefecture, and a community-based learning activity in the city of Yawata in Kyoto 
Prefecture. Further, this research conducted comparative studies examining similar educational practices 
in domestic and overseas sites. By integrating findings from these theoretical and empirical analyses, 
this research proposes a concrete and practical model of child-driven collaborative learning activity for 
building a better future community.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、学校やさまざまな教育機関の役
割を、依然として、あらかじめ定められた特
殊な知識・技能の伝達と受容に限定するよう
な教育と学習に対する狭い概念化を乗り越
えていくために、近年の国内・国外での最新
の研究動向を学術的背景にして、旧来の「文
化を受容する教育／学習」から新たな「文化
を創造する教育／学習」への転換を図り、教
えることと学ぶことのあり方を根本的に見
直し、子どもたちの学習を拡張する新たな形
態を探っていこうとしたものである。 
 そのさい、本研究では、子どもたちが創造
的な活動の能動的な探究者となっていくよ
うな学習過程を「文化・歴史的活動理論
(cultural-historical activity theory: 以下、活動理
論という)」にもとづき実践的に探究すること
とした。「活動理論」は、現実世界の対象と
相互作用する「活動」を通して人々が社会生
活を組織化し、その中で自らの知識や技能、
意識や人格を発達させていくことに注目し、
人々の社会的実践を協働の「活動システム
(activity system)」としてとらえる理論的な枠
組みである。また、それは、そのような活動
を転換し、創造していく人々の主体的な能力
を拡張するためのアイデアやツールを明ら
かにしようとするものである。つまり、本研
究は、このような活動理論を応用した教育研
究を推進することによって、子どもを中心と
した地域創造のための協働学習活動の開発
に取り組み、教育実践の革新的なアイデアや
概念、具体的なモデルを生み出そうという背
景をもつものだった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、(1) 子どもたちと学校内外
のパートナーが協働・交流して新たな地
域文化の創造へ参加し、地域社会をより
よい方向に変えていくような学習活動
を理論的に概念化した上で、(2) その具
体的な実践モデルを明らかにしようと
したものである。  
 そのため、本研究では、人々の社会的
実践を協働の「活動システム」としてと
らえる「活動理論」の枠組みを応用しな
がら、大阪府吹田市と京都府八幡市の 2
地域における学校での総合的な学習の
時間、放課後教育活動やコミュニティ学
習の実践開発を推進するとともに、国
内・国外における同等の活動との比較研究を
行うこととした。そこから、「子どもを中心
とした地域創造のための協働学習活動」の具
体的な実践モデルを構築し、提起することを
本研究の目的とした。 
 
３．研究の方法 
 まず、本研究では、研究の全体的な基盤と
なる理論研究を、活動理論にもとづき進めた。
そのさい、「社会的に孤立した学校」「教科
書の知識の伝達や正しい答えの獲得に閉ざ

された形式的な学習」などを特徴とする、伝
統的な学校における学習の狭い概念化の限
界を超え、それを拡張していくような子ども
や若者の新たな学習の形態に焦点化した。こ
こでは、国内・国外の最新の研究動向に関す
る文献レビューを行いながら、本研究の理論
的仮説を構築していった。 
 現在、活動理論は、単独の活動システム（た
とえば、学校）への限定を超え、組織・制度・
文化・国などの境界を打ち破るような、異な
る多様な活動システム（たとえば、学校と学
校外のコミュニティや組織）の間のネットワ
ークを分析し新たにデザインする、新しい世
代へ向かって発展してきている。本研究の理
論的側面では、こうした活動理論の拡張的な
枠組みにもとづき、子どもたちの学習の新た
な形態として、現実社会の多様なパートナー
と協働・交流する「地域創造のための学習活
動」を概念化していった。それは、「教師が
教え統制し、子どもが教えられ統制される」
というような旧来の教育方法に固定的な役
割分業を超え、「文化を創造する教育／学習」
の概念を新たに展開するものとなった。また、
ここでは、そうした異なる多様な個人やコミ
ュニティの協働・交流の中で、子どもや若者
が、創造的な活動や新しいコミュニケーショ
ンの形態に積極的に参加し、自らの未来を自
らの力で形成する主導的な担い手として発
達してゆくような学習とは何かについて考
察していった。さらに、そこから、文化的多
様性の中で共生し、持続可能な社会を築いて
いくために求められる、教科横断的で総合的
な 21 世紀型の能力について、明らかにして
いくことを行った。 
 第 2 に、本研究の実証的側面として、吹田
市と八幡市の 2 地域において、総合的な学習
の時間、放課後教育活動やコミュニティ学習
など、子どもを中心とした地域創造のための
具体的な教育実践のモデル開発およびデー
タの収集と分析を進めていった。そこでは、
詳細なデータを収集して、文字起こしの上、
選択・整理し、焦点となるデータを確定した。
それを本研究における理論的な仮説や概念
と相互作用させながら緻密に分析し、子ども
を中心とした地域創造のための協働学習活
動の生成に関し、鍵となる重要なアイデアと
具体的な実践モデルを明らかにしていくこ
とを行った。 
 さらに第 3 に、活動理論を共通の枠組みと
して、国内・国外における同等の活動との比
較研究を展開した。こうした比較研究の側面
では、(1) カリフォルニア大学サンディエゴ
校比較人間認知実験室において実施されて
い る 放 課 後 教 育 活 動 「 第 ５ 次 元 (5th 
Dimension)」プロジェクト、(2) カリフォルニ
ア大学「大学・コミュニティ間連携(University 
Community Links)」プロジェクト、(3) アメリ
カにおける「エディブルスクールヤード
(Edible Schoolyard)」プロジェクト、(4) フィ
ンランドにおける「フューチャースクール



(future school)」プロジェクト、(5) カリフォ
ルニア大学ロサンゼルス校附属実験小学校
における「探究学習(inquiry-based learning)」、 
(6) 岐阜県岐阜市立長良小学校の「仲間とと
もに学び合う授業」、(7) 神戸市立地域人材
支援センターの「震災体験学習プログラム」、
(8) 大震災の被災地における「震災学習」の
取り組みの研究調査を進め、それぞれの比較
研究を試みた。 
 最終的に 3 年間の研究成果を全体的にまと
めていき、理論的研究と実証的研究を高度に
結合して、吹田市と京都府八幡市の 2 地域に
おける実践開発の成果、および国内・国外に
おける同等の活動との比較研究の成果にも
とづきながら、子どもを中心とした地域創造
のための協働学習活動の具体的な実践モデ
ルを構築していくこととした。 
 
４．研究成果 
 本研究では、成果として、学校での総合的
な学習の時間、学校外での放課後教育活動や
コミュニティ学習など、地域において展開さ
れる協働学習活動を、子どもや若者が主導す
る地域研究、あるいは子どもや若者が自分た
ちで行う地域創造活動の実践として新たに
概念化し、「ノットワーキング(knotworking: 
結び目づくり)」を通したハイブリッドな「拡
張的学習(expansive learning)」の活動としてモ
デル化することが達成された。 
 「ノットワーキング」は、活動理論の発展
を過去 30 年ほどにわたり主導しつづけ、今
日、世界的に最も代表的な活動理論家である、
フィンランド、ヘルシンキ大学活動・発達・
学習研究センター (Center for Research on 
Activity, Development and Learning: CRADLE)
のセンター長・教授のユーリア・エンゲスト
ローム(Yrjö Engeström)によって提起された
概念である。それは、流動的で分散した協働
組織のパターンに注目するものである。つま
り、「ノットワーキング」とは、行為者や活
動システムが、弱くしか結びついていないに
もかかわらず、急遽、即興的に響き合い、協
働の行為を脈打たせ、互いの間に結び目を結
び、ほどき、また結ぶといった律動を繰り返
していくようなつながりの創発のことであ
る。 
 本研究では、「ニュースール」と名づけた
プロジェクトにおいて、具体的な実践開発と
実証研究を進め、子どもを中心とした地域創
造のための協働学習活動の実践モデルを構
築していくことに取り組んだ。このプロジェ
クトは、吹田市立の小学校と提携して、放課
後教育活動や総合的な学習の中で、地域にお
ける幻の伝統野菜「吹田くわい」の再生をテ
ーマに、学校現場、大学、地域に根ざす有機
栽培・自然農法を基盤にした伝統野菜生産農
家、さまざまな専門家、市民レベルでの草の
根のボランティア活動、教育委員会、行政機
関などが協力して、子どもたちが地域の人々
とともに拡張的な学習活動を創り出してい

くことに焦点化したものだった。また、八幡
市のプロジェクトでは、市内にあるすべての
小学校・中学校・高校から選ばれて集まる児
童・生徒による「八幡子ども会議」を対象に、
子どもたちが地域でさまざまな地域住民と
協力してフィールド調査を行い、問題を発見
し、調査結果や地域改善のための提言をまと
めたスライドやビデオ作品を制作、年度末に
市長に対しまちづくりの新たなアイデアを
提言するという、子どもと地域住民（地元企
業、地域のボランティア団体、行政機関など
を含む）との学び合いと協働・交流のコミュ
ニティ学習の実践開発を進めてきた。 
 こうした「ハイブリッドな協働学習活動」
としてモデル化できる教育実践の創造では、
学校と学校外の境界領域でのさまざまな活
動システムの相互作用や混交を通して、子ど
も、教師、学校外の多様な参加者の間に協働
の学習が生み出されていく。そのような学習
は、エンゲストロームが提起する「拡張的学
習」の理論にもとづいてとらえるならば、「社
会的に孤立した学校」における「教科書の知
識や正しい答えの獲得に閉ざされた形式的
な学習」を特徴とする、伝統的な学習の制度
的境界を拡張し、外部への志向性のもと、学
校での学習を学校外の世界と結びつけてい
こうとするものであるといえる。つまり、本
研究がモデル化してきた「ハイブリッドな協
働学習活動」は、ヒエラルキーにもとづき、
トップダウンに統制され与えられたカリキ
ュラムと教科書をたんに受容するような学
習の制度的境界を超え、学校外のコミュニテ
ィや組織、生産的な実践、多様な情報源に向
けて学習対象を拡張し、現実の社会や生活の
複雑な文脈の中で問題を発見・創造するよう
なネットワーク型の学習を創り出すのであ
る。 
 本研究の中で推進した、このような拡張的
学習のネットワークに関する具体的な実践
開発では、教師と子どもたち、そして学校外
のさまざまな個人や組織の間に、必ずしも固
定的で安定的な強い結びつきが築かれてい
るわけではない。にもかかわらず、これら多
様なパートナーは、活動の対象を部分的に共
有し、互いの活動を柔軟かつ即興的に協調さ
せることによって、協働の活動を創り出して
いるととらえることができる。つまり、ここ
では、異なる個人や組織が緩やかにつながり、
特定の個人や固定した組織がコントロール
の中心になるわけではなく、活動の主導権を
刻々変化させながら行う協働の行為、すなわ
ちノットワーキングと喩えることのできる、
複数の活動システムの柔軟な相互連結や組
織間協働のパターンが創発するのである。 
 また、ノットワーキングの中の拡張的学習
では、学校外のコミュニティや組織、参加者
が、いわば「学びの提供者」となって、代わ
る代わる活動のイニシアティブを発揮する
ことが生じている。ノットワーキングは、教
室内外で、学びの潜在的に多様な資源を結び



つけ互いにやり取りさせることによって、
「教室外の学びの提供者」という新たな「道
具」を活動システムにもたらすものになると
いえよう。こうした資源は、「知識のファン
ド」と呼ぶことのできるものである。 
 本研究は、こうして、理論的側面と経験的
側面を総合するかたちで、子どもたちと学校
内外の多様なパートナー（大学、生産者や専
門家、企業、ボランティア組織、行政機関な
ど）が協働・交流して、新たな地域文化の創
造に取り組んだり、ともに地域社会のよりよ
い変化にかかわったりしていく学習活動の
デザインと実践のモデルを提起するものと
なった。 
 以上のような研究成果は、外部のコミュニ
ティや組織と結び合い、つながって、社会的
な取り組みと連携するような拡張的学習を
生み出すあり方へと学校のパラダイムを転
換していくという点で、国内・国外の教育学
研究に対し、大きな意義と重要なインパクト
を有するものである。 
 また、本研究が成果として明らかにした、
ノットワーキングを通した子ども主導の拡
張的学習の実践モデルは、学校における学習
のイノベーションを今後、普遍的に探ってい
く上で、きわめて有望なものである。本研究
の成果に立脚するならば、学校は、地域で取
り組まれている持続可能な未来を創るため
のアクティビズム（積極的行動主義）と連携
するノットワーキングによって、子どもたち
が周りの社会や自分たちの生活と能動的に
かかわっていく「足場」となることができる
といえる。学校がノットワーキングによって
創り出すこうした「足場」こそ、子どもたち
がさまざまな他者や外の社会と多様につな
がり、それに共感し連帯することを通して、
自分たちの生活や未来を協働で創造してい
くための学習に必要となる空間や手立てや
時間をもたらすのだと、本研究の成果から展
望することができるのである。 
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